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３．事業の実施状況 

 
平成30年度福井県計画に規定した事業について、令和5年度計画終了時における事業の実

施状況を記載。 

 
事業の区分 １．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備

に関する事業 

事業名 【NO.２】 

地域医療連携システム構築事業 

【総事業費】 

367,183 千円 

事業の対象となる区域 福井・坂井、奥越、丹南、嶺南 

事業の実施主体 福井県医師会他 

事業の期間 平成３０年４月１日～令和６年３月３１日 

□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニー

ズ 
 

転院は患者の情報が途切れ、再び医療従事者と患者が信頼関係を

築くことが必要となる。急性期から回復期、さらには在宅医療まで、切

れ目なく医療を提供するためには、医療機関の診療情報等の共有が

必要である。 

 ※県民アンケート（H27）で、県民の 6 割は急性期を脱した後も同じ

病院で治療したいと回答 

アウトカム指標： システム登録患者数 （H29:27,69 人→H37:4 万人） 

事業の内容（当初計画） ＩＣＴを活用し診療情報等を共有する「ふくいメディカルネット」の拡充

支援 

アウトプット指標（当初の

目標値） 
情報開示機関数 １７機関 → ２０機関 

アウトプット指標（達成値） 情報開示機関数 １７機関 → R5 ２０機関 

事業の有効性・効率性 観察できた 

 患者登録数が 5,059 人（H27.3）から 95,237 人（R6.3）に増加した。 

（１）事業の有効性 
  病院、診療所、薬局が診療情報を共有する「ふくいメディカルネッ

ト」の参加機関が拡大したことにより、急性期から回復期、さらには

慢性期、在宅医療まで切れ目なく支える体制が充実した。 
（２）事業の効率性 
  厚生労働省電子的診療情報交換推進事業（SS-MIX：Standardized 

Structured Medical Information eXchange）の規約を活用し、福井

県内の医療機関は一つのシステムでネットワークを構築している。 
その他 （年度別基金活用実績） 

H30：311,091 千円 R3:19,271 千円 R5：36,821 千円 
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事業の区分 １．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備

に関する事業 

事業名 【NO.５】 

がん診療施設設備整備事業 

【総事業費】 

62,755 千円 

事業の対象となる区域 福井・坂井、嶺南 

事業の実施主体 がん診療連携拠点病院 

事業の期間 平成３０年４月１日～令和６年３月３１日 

□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニー

ズ 
 

本県のがんによる死亡者数は 2,392 人と死亡者数全体 8,757 人の

27.4%にのぼっており、昭和 55 年以来死因の第 1 位を占めている。 

※厚生労働省「人口動態調査」（H23） 

高齢化の進展により、がんの死亡数、罹患数とも増加傾向にあるが、

医療技術の進歩等に対応し、引き続き、高度な医療を提供していくた

めには、がん診療連携拠点病院を中心とした医療機能の集約と高度

化を進めていく必要がある。 

アウトカム指標：高度急性期病床 2015 年:1,388 床 → 2025 年:735

床 

事業の内容（当初計画） 医療技術の進歩に対応した医療機器を、がん診療連携拠点病院に

集中して整備 

アウトプット指標（当初の

目標値） 
医療機器を整備する機関：３病院 

アウトプット指標（達成値） 医療機器を整備する機関：３病院 

事業の有効性・効率性 観察できた 

 高度急性期病床の集約化 

  H27 1,388 床 → R5 902 床 （△486 床） 

 （１）事業の有効性 

 放射線や病理医、その他がん診療に係る医師等の育成のために、

剖検、組織診、細胞診などの症例検討や診療の研修に必要な設備を

整備し、研修の充実を図ることができた。 

（２）事業の効率性 

 がん診療連携拠点病院に必要な設備を整備することにより、臨床研

修医等を効率よく育成することが可能となった。 

その他 （年度別基金活用実績） 

H30：12,132 千円 R 元:26,049 千円 R5：24,574 千円 

 


